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ISSB Update 2025年 2月 

 

ISSB Update は、国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）の予備的決定を示して

いる。これらの決定の影響を受けるプロジェクトは、作業計画で見ることができる。 

IFRS®サステナビリティ開示基準に関する ISSB の最終的な決定は、IFRS 財団の

「デュー・プロセス・ハンドブック」に示されているとおり正式に書面投票が行われる。 

ISSB は、2025 年 2 月 20 日及び 21 日に会議を行った。 

目次 

リサーチ及び基準設定 

 生物多様性、生態系及び生態系サービス（アジェンダ・ペーパー3） 

 人的資本（アジェンダ・ペーパー4） 

リサーチ及び基準設定 

生物多様性、生態系及び生態系サービス（アジェンダ・ペーパー3） 

ISSB は、2025 年 2 月 20 日に会議を行い、次の項目について説明を受けた。 

 本プロジェクトに関するアップデート 

 自然関連財務開示タスクフォース（以下「TNFD」という。）の作業概要 

BEES関連の他の基準及びフレームワークの背景、並びに BEES 関連の他の基準及びフレームワークと IFRS S1 号及

び SASB スタンダードとの比較（アジェンダ・ペーパー3A及び 3B） 

ISSB は、次の項目について議論した。 

a. 生物多様性、生態系及び生態系サービスに関連する開示に対する IFRS S1 号「サステナビリティ関連財務情報の開

示に関する全般的要求事項」及び SASB スタンダードの適用可能性 

b. ISSB が基準の開発、基準の改訂、ガイダンス、教育的資料又はその他のリソースの開発にあたり考慮する場合があ

る、生物多様性、生態系及び生態系サービスに関連する他の基準及びフレームワークの側面 

ISSB は何も決定を求められなかった。 

自然関連のリスク及び機会 – TNFD提言（アジェンダ・ペーパー3C） 

ISSB は、TNFD エグゼクティブ・ディレクターのトニー・ゴールドナー氏及び TNFD テクニカル・ディレクターのエミリー・マッケンジー

氏から TNFD の作業概要の説明を受けた。 

ISSB は何も決定を求められなかった。 

次のステップ 

ISSB は、このプロジェクトに関する議論を継続する予定である。また ISSB は、IFRS サステナビリティ開示基準と他の広く使用

されている基準及びフレームワークとの相互運用可能性を促進し、それらの資料を基礎とする機会をさらに検討する予定である。 

関連情報： 

・ 原文はこちら 

・ ISSB ボード会議の要約のオーディオ

（ポッドキャスト）はこちら 

https://www.ifrs.org/projects/work-plan/#ifrs-sustainability-projects
https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/about-us/legal-and-governance/constitution-docs/due-process-handbook-2020.pdf
https://www.ifrs.org/news-and-events/calendar/2025/february/international-sustainability-standards-board/
https://www.ifrs.org/news-and-events/updates/issb/2025/issb-update-february-2025/
https://www.ifrs.org/news-and-events/podcasts/#issb-podcasts
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人的資本（アジェンダ・ペーパー4） 

ISSB は、2025 年 2 月 21 日に会議を行い、次に関するリサーチを含む、本プロジェクトに関するアップデートを受けた。 

 人的資本に関連するリスク及び機会についての情報に対する投資者の関心 

 これらのリスク及び機会の企業の見通しへの影響（effects） 

ISSB は何も決定を求められなかった。 

次のステップ 

ISSB は、このリサーチ・プロジェクトに関するさらなるアップデートを受ける予定である。 


